JRF国際交流ビレッジ入居申請に関する留意事項

１．JRF国際交流ビレッジは他大学の留学生とともに共同生活することのできる留学生を推薦願います。
２．次の事項を申請条件とします。

・JRF国際交流ビレッジは夫婦・家族、単身者でルームシェアで入居を希望する者
なお、申請に当たっては同居家族が申請時に日本に滞在していること、また、ルームシェアを希望する者は、同居者が東京大学に在籍していること
・日本語での日常会話が可能な者
・日本での生活歴を有する者
・自治活動（共同清掃など）、各種行事に参加可能な者
・火災・水漏れをカバーする損害賠償保険に加入すること(大学生協の保険を利用する場合は「火災共済」と「学生賠償責任保険」の両方に加入すること
３．「入居申請書」記入上の注意（特に次の点を確認願います。）

・氏名欄はBLOCK LETTERで記入すること

・過去の宿舎入居実績等を正しく記入すること

・入居希望期間が在籍期間内であること
・在留カード（又は在留カードとみなされる外国人登録証明書）の写しが鮮明であること（黒く潰れていないこと）

・記入事項に不正があった場合は選考の対象としません。また、後日判明した場合には、入居許可の取り消し、または退去処分とします。
・ルームシェアを希望する者は各々申請書を提出すること
４．「附属調書」記入上の注意（特に次の点を確認願います。）
・収支欄を正しく記入すること

・家賃(管理費を含む)、通学費が支払い可能な収入状況であること

・同居家族欄に入居する者全員を記載の上、全員の在留カード（又は在留カードとみなされる外国人登録証明書）の写しを添付すること
・配偶者が学生である場合には、さらに配偶者の在学証明書または学生証の写しを添付の上、所属欄、奨学金欄を正確に記入すること
・夫婦が別居している場合で、在留カード（又は在留カードとみなされる外国人登録証明書）によって婚姻関係が確認できない場合には、確認できる書類を添付すること
・同居予定者が、日本において就労（会社員等）していないこと（就労の場合は申請不可。但し、資格外活動の許可を得て、その範囲でアルバイトしている場合を除く）
・家族（夫または妻）が無職の場合は、その旨を所属欄に記入すること

・家族が適切な在留資格を有すること（就労可能でないこと）
５．申請時点で標準修業を超えて在籍している者又は平成25年4月以降標準修業年限を超えて在籍する予定の者にかかる提出書類
・次の書類を添付のこと（Ａ４、様式任意）

(1) 申請者本人から修学計画書

(2) 指導教員から学生の研究の進捗状況及び修学指導計画等を記した意見書

６．子供を伴う学生への注意 
・近隣の保育園に入園が認められないことなどの理由であっても、入居日の変更はできない
７．その他の注意
・許可された入居日、部屋番号、入居期間は変更できないこと
・許可された後の入居辞退は、原則として認めない
・入居許可期間内に休学、退学等の学籍異動が生じた場合は必ず退去すること
・入居許可期間は平成25年4月から平成26年3月の1年間であり、延長できるか否かは現在未定である。

・共同生活ができないと大学が判断した場合は、退去処分となる。
